
佐久市立国保浅間総合病院評価委員会 次第 

 

日時 令和８年３月 17 日（火） 

午後１時 30 分～ 

場所 中央棟４階 講堂 

 

 

 

 

１ 開  会 

 

 

 

２ 病院事業管理者あいさつ 

 

 

 

３ 委員長、職務代理者の選出 

 

 

 

４ 会議事項 

 

（１）浅間総合病院経営強化プラン                      

令和６年度取組事項等に対する評価について・・・資料１ 

 

 

（２）令和７年度経営状況について・・・・・・・・・・・・・・・資料２ 

 

 

（３）経営改善に向けた主な取組について・・・・・・・・・・・・資料３ 

 

 

（４）その他 

 

 

 

５ 閉  会 



　ア　佐久市立国保浅間総合病院経営強化プランの評価について

　　　佐久市立国保浅間総合病院経営強化プラン（以下、経営強化プラン）における評価については、

　　当院で進行管理及び自己評価を行った後、佐久市立国保浅間総合病院評価委員会（以下、病院評

　　価委員会）より評価を受けることとしています。

　　　なお、病院評価委員会より評価を受けた各年度の状況等については、ホームページ等で公開

　　します。

　イ　評価基準について

　　　経営強化プランの評価基準については、以下のとおりとします。

　　①　収支計画及び数値目標の評価

　　　　評価方法は、毎年度の目標達成について「Ａ」～「Ｄ」の４段階で評価します。

評価 区分

Ａ 目標達成 目標・計画と比較し、100%以上の実績となった。

Ｂ 目標・計画と比較し、90%以上100％未満の実績となった。

Ｃ 目標・計画と比較し、80%以上90％未満の実績となった。

Ｄ 目標・計画と比較し、80%未満の実績となった。

※小数点以下、四捨五入

　　②　具体的な取組事項の評価

　　　　評価方法は、「取組は計画どおり進行（実施）しているか。」の視点で、「Ａ」～「Ｃ」の

　　　３段階で評価します。また、取組が完了・終了したものは「完」と表記します。

評価 区分

Ａ 実施中
・取組は概ね良好で、計画どおり実施している。
・取組内容の効率化や見直し等を行い、継続している。

Ｂ 一部実施中
・取組の一部が遅れている。
・取組の一部が未実施である。

Ｃ 未実施 ・計画したが未実施である。

完 完了・終了 ・取組の計画期間満了等により、終了したもの。

（１）佐久市立国保浅間総合病院経営強化プランの評価について

達成度
評価の考え方

達成度

目標未達成

評価の考え方
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浅間総合病院経営強化プランに対する実績について【数値目標に対する令和６年度の実績】

４.１.４　医療機能や医療の質・連携の強化等に係る数値目標（プランp.31-32）
１　医療機能に関する指標と目標

令和６年度
実績

令和６年度
目標

令和６年度
実績－目標

達成率
（％）

評価

手術件数（件） 2,638 2,550 88 103 Ａ

訪問診療件数（件） 222 100 122 222 Ａ

訪問歯科診療件数（件） 486 460 26 106 Ａ

訪問看護件数（件） 5,041 4,510 531 112 Ａ

訪問リハビリ件数（件） 1,935 2,010 ▲ 75 96 Ｂ

２　医療の質に関する指標と目標

令和６年度
実績

令和６年度
目標

令和６年度
実績－目標

達成率
（％）

評価

患者満足度（％） 83.0 90.0 ▲ 7.0 92 Ｂ

在宅復帰率（％） 95.7 96.0 ▲ 0.3 100 Ａ

クリニカルパス使用率（％） 87.7 71.0 16.7 124 Ａ

３　連携の強化等に関する指標と目標

令和６年度
実績

令和６年度
目標

令和６年度
実績－目標

達成率
（％）

評価

紹介率（％） 38.4 28.0 10.4 137 Ａ

逆紹介率（％） 21.6 22.0 ▲ 0.4 98 Ｂ

４　その他

令和６年度
実績

令和６年度
目標

令和６年度
実績－目標

達成率
（％）

評価

医療相談件数（件） 12,220 13,500 ▲ 1,280 91 Ｂ

健康相談件数（件） 14,919 13,000 1,919 115 Ａ

４.６.１　経営指標に係る数値目標（p.40-41）
１　収支改善に関するもの

令和６年度
実績

令和６年度
目標

令和６年度
実績－目標

達成率
（％）

評価

経常収支比率（％） 99.1 97.9 1.2 101 Ａ

修正医業収支比率（％） 83.4 83.7 ▲ 0.3 99.6 Ｂ

累積欠損金比率（％） 37.9 36.7 1.2 103 Ａ

２　収入確保に関するもの

令和６年度
実績

令和６年度
目標

令和６年度
実績－目標

達成率
（％）

評価

常勤医師数（人）（4月1日現在） 44 46 ▲ 2 96 Ｂ

１日平均入院患者数（人） 185 183 2 101 Ａ

１日平均外来患者数（人） 771 832 ▲ 62 93 Ｂ

入院患者１人１日当たり診療収入（円） 61,070 59,200 1,870 103 Ａ

外来患者１人１日当たり診療収入（円） 10,818 11,200 ▲ 382 97 Ｂ

病床利用率（％） 77.6 80.0 ▲ 2.4 97 Ｂ

３　経費削減に関するもの

令和６年度
実績

令和６年度
目標

令和６年度
実績－目標

達成率
（％）

評価

職員給与費対医業収益比率（％） 74.8 73.8 1.0 99 Ｂ

材料費対医業収益比率（％） 17.5 18.6 ▲ 1.1 106 Ａ

薬品費対医業収益比率（％） 5.0 5.5 ▲ 0.5 111 Ａ

委託費対医業収益比率（％） 8.1 8.3 ▲ 0.2 103 Ａ

100床当たり職員数（人） 175.2 160.0 15.2 91 Ｂ

後発医薬品の採用品目割合（％） 97.6 97.2 0.4 100 Ａ

４　経営の安定性に関するもの

令和６年度
実績

令和６年度
目標

令和６年度
実績－目標

達成率
（％）

評価

現金保有残高（百万円） 281 113 168 249 Ａ

企業債残高（百万円） 4,739 4,874 ▲ 135 103 Ａ
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４.６.２.４　経営強化プラン対象期間中の各年度別収支計画（プランp.50-51）

１　収益的収支 （税抜　単位：百万円）

令和６年度
実績

令和６年度
計画

令和６年度
実績－計画

達成率
（％）

評価

1　病院事業収益　 8,114 7,820 294 104 Ａ

ア　医業収益 6,595 6,445 150 102 Ａ

（ア）入院収益 4,119 3,865 254 107 Ａ

（イ）外来収益 2,025 2,062 ▲ 37 98 Ｂ

（ウ）その他医業収益 450 518 ▲ 68 87 Ｃ

イ　医業外収益 1,515 1,375 140 110 Ａ

（エ）国（県）補助金 97 13 84 746 Ａ

（オ）負担金交付金 916 908 8 101 Ａ

（カ）長期前受金戻入 308 284 24 108 Ａ

（キ）その他医業外収益 195 170 25 115 Ａ

２　病院事業費用 8,201 7,990 211 97 Ｂ

ウ　医業費用 7,906 7,697 209 97 Ｂ

（ク）給与費 4,930 4,759 171 97 Ｂ

（ケ）材料費 1,155 1,196 ▲ 41 104 Ａ

（コ）経費 1,224 1,247 ▲ 23 102 Ａ

（サ）減価償却費 572 475 97 83 Ｃ

（シ）資産減耗費 5 10 ▲ 5 200 Ａ

（ス）研究研修費 19 10 9 53 Ｄ

エ 医業外費用 280 293 ▲ 13 105 Ａ

（セ）支払利息及び企業債取扱諸費 53 53 0 100 Ａ

（ソ）その他医業外費用 227 240 ▲ 13 106 Ａ

▲ 77 ▲ 170 93 221 Ａ

オ 特別利益 5 0 5

カ 特別損失 14 0 14

４ 特別損益 オ－カ ▲ 10 0 ▲ 10

▲ 86 ▲ 170 84

2,503 2,367 136

98.9 97.9 1.0

83.4 83.7 ▲ 0.3

74.8 73.8 1.0

２　資本的収支 （税抜　単位：百万円）

令和６年度
実績

令和６年度
計画

令和６年度
実績－計画

達成率
（％）

評価

１ 資本的収入計 389 470 ▲ 81

(1)企業債 99 186 ▲ 87

(2)国（県）補助金 13 0 13

(3)負担金交付金 277 277 0

(4)出資金 0 7 ▲ 7

(5)固定資産売却代金 0 0 0

(6)その他 0 0 0

２ 資本的支出計 656 599 57

(1)建設改良費 249 187 62

(2)貸付金 0 0 0

(3)企業債償還金 407 405 2

(4)その他 0 7 ▲ 7

差引額 1－２ ▲267 ▲129 ▲ 138

３　一般会計からの繰入金の見通し （税抜　単位：百万円）

令和６年度
実績

令和６年度
計画

令和６年度
実績－計画

達成率
（％）

評価

（0） (0) 0

916 908 8

（0） (0) 0

277 277 0

(0) 0

1,193 1,185 8

　※（ ）内はうち基準外繰入金額

１ 収益的収入

２ 資本的収入

合計 １＋２

経常収支比率 １/２×100

修正医業収支比率 ア/ウ×100

給与費対医業収益比率 (ク)/ア×100

資
本
的
収
入

資
本
的
支
出

当年度未処理欠損金

収
　
　
入

支
　
　
出

３ 経常損益

特
別
損
益

当年度純損益 ３＋４



４.６.２.１　収入確保

１　医師確保の推進【重点取組１】

（１）医師の働き方改革に基づき、特定行為看護職員や医師事務作業補助者の充実等によりタスク

シフト、タスクシェアを推進し、医師の負担軽減を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①「術後疼痛管理関連(硬膜外カテーテル管理)」が行える特定行為看護師（1名）

　配置。

②超音波検査における医師枠について、臨床検査技師が一部を行っている。

③薬剤師外来（外来化学療法室は開始済み）の業務を拡大し、診察前に薬剤指導等

　を行っている。

③データのまとめ及び検査結果の整理等は、眼科医師から依頼を受け、視能訓練士

　が行っている。

（２）勤務時間の割り振り変更や保育事業の実施、病児保育の充実等により、子育て中の医師が

働きやすい職場環境を整えます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①利用職員は医師の他に看護師、医療技術職も利用し、３４名の園児が在籍して

　いる。

（３）長野県ドクターバンクや医師紹介会社の効率的な活用を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①長野県ドクターバンクの登録をはじめ、自治医科大卒医師の派遣希望調査、

　長野県医学生資金貸与医師配置希望等により長野県へ医師派遣等を要望。

年度実績

参考指標

年度実績

参考指標

年度実績

浅間総合病院経営強化プランにおける目標達成に向けた具体的な取組の評価について

継続予定

継続予定

継続予定

評価項目 Ａ）実施中 Ｂ）一部実施中 Ｃ）未実施 完）完了・終了

指標名 単位 R6

院内保育所の利用者（医師） 人 2

指標名 単位 R6

特定行為看護師の人数 人 1
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浅間総合病院経営強化プランにおける目標達成に向けた具体的な取組の評価について

評価項目 Ａ）実施中 Ｂ）一部実施中 Ｃ）未実施 完）完了・終了

４.６.２.１　収入確保

（４）大学医局や関係機関へ積極的に訪問し、要請を行うなどにより、医師を確保できる環境づく

りに努めます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①派遣元の医局や、各医師の出身医局、信州大学などに必要とされる科の医師の

　派遣を依頼した。

②深刻的な内科医不足を改善するため、開設者同行の上、信州大学附属病院の内科

　系医局の各教授のもとを訪問して医師派遣の要望を行っている。

（令和６年１０月に実施）

（５） 在職医師の協力を得て出身大学や縁故などのつながりから働き掛けを行います。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①各医師の知人紹介や、非常勤医師への常勤としての働きかけ等による医師確保

　を行った。

（６）私立の小中学校等の説明会に市の移住交流推進課とともに出席し、保護者に教育移住に伴う

医師募集の説明を行う等、あらゆる機会を捉えて、医師募集の広報活動を行います。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①令和５年度より、佐久地域の私立小・中学校の入学説明会に出席し説明会を実施

　している。

（７）指導医や研修プログラムの充実をはじめ、病院説明会等における積極的な広報活動や、医学

生の病院見学の積極的な受け入れにより、研修医の受入体制の強化を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ

年度実績

年度実績

年度実績

参考指標

年度実績
①毎年２月及び７月開催のレジナビフェアに参加し、全国の医学生に対し当院
　の研修医受入れに関する広報を実施しているほか、医学生の病院見学を積極
　的に受け入れている。なお、医科・歯科は定員まで受入れている。

参考指標

継続予定

継続予定

継続予定

継続予定

指標名 単位 R6

研修医の受入れ（医科・歯科） 人 5

指標名 単位 R6

説明会の実施 回 8



浅間総合病院経営強化プランにおける目標達成に向けた具体的な取組の評価について

評価項目 Ａ）実施中 Ｂ）一部実施中 Ｃ）未実施 完）完了・終了

４.６.２.１　収入確保

２　診療報酬の増加【重点取組２】

（１）「経営改革委員会」の下に設置した「診療報酬強化プロジェクトチーム」において、収入

確保に向けた具体的な対応策について取組を進めます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ

（２）診療報酬改定の方向性を見極めながら、当院が果たすべき役割・機能に対応する施設基準を

積極的に取得して収益の増加を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①診療報酬改定に伴い施設基準の新規取得を行った後、各部署と各部署と連携・

　協議を重ねることにより、新規取得を追加した。

②令和７年度から病床数の減少に伴い、診療報酬の算定が可能になる項目につい

　て、算定漏れが発生しないようマニュアル作成やシミュレーション等を行った。

（３）DPC医療機関別係数を向上させ、入院収益の増加を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
年度実績 ①機能評価係数および入院患者数等が向上。

年度実績
①当該プロジェクトチームの中に単価アップワーキンググループを組織し、
　診療報酬算定件数向上に向けて活動を行っている。前年度比では、一定の
　成果がみられる。

参考指標

年度実績

参考指標

参考指標

継続予定

継続予定

継続予定

指標名 単位 R6

入退院支援関連 件 3,391

栄養食事指導関連 件 4,538

リハビリテーション関連 件 10,778

薬剤関連 件 10,128

指標名 単位 R6

DPC医療機関別係数 ー 1.4815

指標名 単位 R6

施設基準の新規取得数 件 31



浅間総合病院経営強化プランにおける目標達成に向けた具体的な取組の評価について

評価項目 Ａ）実施中 Ｂ）一部実施中 Ｃ）未実施 完）完了・終了

４.６.２.１　収入確保

（４）外来・紹介・救急患者の積極的な受け入れにより、入院患者数の増加を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①医師数が充足している科においては、従来通り積極的に受け入れ、医師数が

　少ない科においては、地域医療機関との連携を図りながら、当院で診るべき

　患者さんを積極的に受入れている。また、専門外来の充実や独自の分かりや

　すいパンフレットなどを作成し広報等を行っている。

②産婦人科では、医療連携から紹介があった患者さんについては、翌日までに

　受診できるよう予約枠を設けて対応している。

（５）医事業務など病院事業独自の事務処理の円滑化を図るため、事務職員のプロパー化を推進

します。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①令和６年４月「施設基準管理士取得見込」１名を採用するなど、専門的な

　人材の採用により、事務の円滑化を図っている。

（６）国の制度改正や診療報酬改定の情報を早期、確実に捉え、迅速な対応を図っていきます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①研修セミナー等の定期受講により、診療報酬改定情報を収集。関係部署への

　周知や勉強会を実施することにより、関係者が改定内容を早期に認識し、

　新たに算定が可能となるものや、改定による基準等の変更が必要となる情報

　を整理し対応している。

（７）診療報酬請求担当職員のレベルアップを図るため、他病院との人事交流を検討します。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
年度実績 ①他院との情報交換を必要に応じて実施している。

年度実績

参考指標

年度実績

年度実績

参考指標

継続予定

継続予定

継続予定

継続予定

指標名 単位 R6

入院患者数 人 5,474

指標名 単位 R6

事務職の新規採用 人 1



浅間総合病院経営強化プランにおける目標達成に向けた具体的な取組の評価について

評価項目 Ａ）実施中 Ｂ）一部実施中 Ｃ）未実施 完）完了・終了

４.６.２.１　収入確保

３　病棟再編の見直し【重点取組３】

（１）救急医療、急性期医療を担う上において、職員の配置が手厚く、安全な医療を提供するため

に必要なHCU(ハイケアユニット：高度治療室)の設置に向けた検討を進めます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 完
①職員配置の適正化および対象疾患構成を精査した結果、今回はＨＣＵの開設を

　見送り、現体制の維持・強化に注力することとした。

（２）長野県地域医療構想に基づき、佐久医療圏における医療需要の変化を踏まえた病床形態や

病床数について、随時検討を進めます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①経営状況と佐久地域における医療需要及び当院の役割等を踏まえ、病床数の

　見直しを進めている。

４　救急医療の充実【重点取組４】

　内科医の確保及び救急医療部と担当科や病棟との連携強化により、救急患者を積極的に受け

入れ、不応需件数を減少させます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①各部との連携により、救急患者を積極的に受け入れており、不応需件数は昨年度

　と比べ179件減。

年度実績

年度実績

参考指標

年度実績

参考指標

継続予定

継続予定

指標名 単位 R6

救急患者の不応需数 件 722

指標名 単位 R6

病床数 床 238

　　うち、急性期病床数 床 183

　　　　　回復期病床数 床 55



浅間総合病院経営強化プランにおける目標達成に向けた具体的な取組の評価について

評価項目 Ａ）実施中 Ｂ）一部実施中 Ｃ）未実施 完）完了・終了

４.６.２.１　収入確保

５　地域医療連携の強化【重点取組５】

（１）地域の病院や診療所、介護施設などと引き続き、良好な関係を維持するとともに、医療連携

の強化を図り、積極的に広報活動を行い、紹介率・逆紹介率を向上させます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①クリニックなどへ当院の診療提供情報を伝えるほか、病院連携会を通して各

　施設での役割分担を明確にすることで、当院で担うべき患者の積極的な受け

　入れを行っている。

（２）入院前や入院早期からの多職種による介入により、スムーズな退院（在宅復帰）、転院や

施設入所に係る支援を積極的に行います。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①患者保健サービスや障害福祉サービスの有無など、退院支援担当者に事前に

　情報提供することや入院中は他職種とのカンファレンスを週１回行い、スム

　ーズな退院支援に繋げている。

６　健診事業の充実

（１）健診事業は、地域医療の重要な役割を担っているとともに、市民の健康増進に寄与すること

から、健診後から精密検査、治療へとつながる体制を強化します。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①「（要）再検査」の通知に、受診先を「かかりつけ医」「当院」「他の医療

　機関」と記載し、検査等へ繋がるよう促している。

②眼科・産婦人科は、再検査等により受診の必要がある場合は、翌日までの受診

　もしくは診察予約が行えるよ体制づくりをしている。

（２）健康管理部門と外来診療科との連携を強化し、 健診の要再・精査以上の二次検診者を積

極的に受け入れ、早期発見、早期治療につなげる中で外来新規患者数の増加を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
年度実績 ①健診で再検査・精密検査が必要である場合、各科外来の予約を奨めている。

参考指標

年度実績

年度実績

年度実績

継続予定

継続予定

継続予定

継続予定

指標名 単位 R6

紹介率 ％ 38.4

逆紹介率 ％ 21.6



浅間総合病院経営強化プランにおける目標達成に向けた具体的な取組の評価について

評価項目 Ａ）実施中 Ｂ）一部実施中 Ｃ）未実施 完）完了・終了

４.６.２.１　収入確保

７　自由診療の充実

　変形性関節症に対する再生医療「APS療法」をはじめ、自由診療を充実させ、保険医療以外での

医業収益の増加を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①自由診療として、整形外科における膝のAPS療法、産婦人科における無痛分娩、

　皮膚科におけるシミ取りレーザー治療を行っている。

８　未収金対策の強化

　診療報酬等の未収金の発生防止に努めるとともに、全額回収に向け、ケースに応じた日時を設定

して職員からの督促、弁護士からの督促など回収体制を更に充実させ、取組を強化します。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①マニュアルに従った回収行動を励行することで、新規未収金発生の防止を図って

　いる。また、専任徴収員により積極的な督促の実施のほか、反応のない未納者に

　は、ショートメールでの督促、臨戸徴収の実施、最終的には弁護士を活用した対

　策を行っている。

９　在宅医療の推進

（１） 関係する医療スタッフの確保等により、訪問診療、訪問看護、訪問リハビリに係る訪問

事業の提供体制の充実を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①令和６年度に訪問看護事業所のスタッフを１名増員した他、訪問診療や医療相談

　係との院内連携し、求められる訪問看護のニーズに対応できる体制を確保した。

参考指標

年度実績

参考指標

年度実績

参考指標

年度実績

継続予定

継続予定

継続予定

指標名 単位 R6

APS療法 件 62

無痛分娩 件 64

シミ取りレーザー治療 件 36

指標名 単位 R6

過年度未収金回収率 ％ 48.5

指標名 単位 R6

訪問看護（常勤換算） 人 8.8

居宅支援事業所（常勤換算） 人 6.6



浅間総合病院経営強化プランにおける目標達成に向けた具体的な取組の評価について

評価項目 Ａ）実施中 Ｂ）一部実施中 Ｃ）未実施 完）完了・終了

４.６.２.１　収入確保

（２） 医師会との情報共有を図りながら、在宅診療を実施する診療所等との連携を密にし、在宅

患者の緊急入院を受け入れられる体制整備を進めていきます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①他の病院と診療提供情報を共有させていただき、紹介された患者さんの受け入れ

　る前方支援医療機関（三次救急）と連携して行っている。なお、後方支援医療機

　関についても同様に連携を行う。

（３）当院が運営する訪問看護ステーションにおいて、医療依存度の高い方や、終末期を自宅等で

過ごしたい方の受入れを進めます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
　終末期である利用者の受入れを進めるため、目標値を定め取り組んでいる。訪問

件数実績は昨年度と比べ19％増加。

（４）当院の患者や地域の高齢者の方が、安心して在宅生活が送れるよう、当院が運営する居宅

介護支援事業所及び野沢地域包括支援センターと、医療機関、福祉施設等が連携し、在宅医

療を推進します。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①佐久市医療介護連携推進協議会が実施する令和６年度ICTの活用による効率化

　を検証するモデル事業に参加し、在宅医療を推進するための情報連携に取り組

　んでいる。

②居宅介護支援事業所では、入退院（所）の際は即時に病院等へ出向き、本人や

　職員と面談するなど関係者と連携を図り利用者の円滑な退院、在宅復帰ができ

　るよう取り組んでいる。

③前年度と比べ、訪問診療１５２件増、訪問看護延患者数７５３件増、訪問リハ

　ビリ４１増加。

年度実績

年度実績

参考指標

年度実績

参考指標

継続予定

継続予定

継続予定

指標名 単位 R6

ターミナルケア加算 件 11

指標名 単位 R6

訪問診療 件 708

訪問看護延件数 件 5,040

訪問リハビリ（介護） 件 1,935



浅間総合病院経営強化プランにおける目標達成に向けた具体的な取組の評価について

評価項目 Ａ）実施中 Ｂ）一部実施中 Ｃ）未実施 完）完了・終了

４.６.２.１　収入確保

（５）市立病院併設の居宅介護支援事業所として、患者さんに寄り添った質の高いケアマネジメ

ントの提供を行います。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①居宅介護支援事業所の全職員が「主任介護支援専門員」の資格を保持している

　ほか、満足度調査により利用者及び家族からの要望等を把握し、質の高いケア

　マネジメントの提供を目指している。

１０　予防医療の推進

（１）健診や検診の受け入れ枠の拡充を図るとともに、糖尿病センターや市担当部署と共同して

疾病予防活動を推進します。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①健診等に関わる部署との調整により受け入れ枠の拡充した。また、肥満や脂肪肝

　等で生じる疾病の予防（スマート外来）についてメディアをとおして情報発信を

　行っている。

（２）検診や人間ドックのオプション検査の充実により受診者の増加につなげていきます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
年度実績 ①当院ホームページやＳＮＳ等により情報発信し、受診を呼び掛けている。

（３）市が実施する個別健診や個別がん検診並びに協会けんぽ等地域の中小企業の検診を積極的に

受け入れます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
年度実績 ①人間ドックや職場健診などの各種健診の積極的な受入れに努めている。

年度実績

年度実績

参考指標

継続予定

継続予定

継続予定

継続予定

指標名 単位 R6

健診受診者 件 1,661

単独がん検診 件 1,660

職場検診 件 4,696



浅間総合病院経営強化プランにおける目標達成に向けた具体的な取組の評価について

評価項目 Ａ）実施中 Ｂ）一部実施中 Ｃ）未実施 完）完了・終了

４.６.２.１　収入確保

（４）特定保健指導・健診結果指導を導入し、質の高い健診事業の実施に努めます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①保健師及び栄養士による特定保健指導及び健診結果指導を実施している。

　前年度と比べ、職員数が減少したため、前年度と比べ特定保健指導・健診結果

　指導は６３件減少。

（５）出前講座等で地域に出向き、疾病予防や健康増進についての啓発活動を行い、健診受診者の

増加を図り、生活習慣病等慢性疾患の早期発見・ 早期治療につなげます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①出前講座等を継続する中で、二次検診未実施者の受診を奨めている。

②佐久市、長野県より依頼を受け、健康教室などを実施。

（６）産業医等と連携した企業での重症化予防・健康づくり事業（壮年期の予防事業）を実施

します。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
年度実績 ①企業の産業医と連携体制を構築し、再検査者の受診を勧めている。

（７）疾患・治療の啓発活動として「健康ネットワーク ２１」を継続して開催し、地域住民の

健康意識の向上を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ｃ
年度実績 ①年１回程度の講演会を計画していたが、未実施となった。

年度実績

参考指標

年度実績

参考指標

参考指標

継続予定

継続予定

継続予定

継続予定

指標名 単位 R6

出前講座等の講演 件 17

健康教室等 件 42

指標名 単位 R6

健康ネットワーク21の実施 回 0

指標名 単位 R6

特定保健指導・健診結果指導 件 161



浅間総合病院経営強化プランにおける目標達成に向けた具体的な取組の評価について

評価項目 Ａ）実施中 Ｂ）一部実施中 Ｃ）未実施 完）完了・終了

４.６.２.１　収入確保

１１　患者サービスの推進

（１）患者さんや家族に寄り添い、患者満足度調査や意見箱等により、要望や課題等の把握に

努め、きめ細やかで質の高いサービスを提供することで、患者満足度の向上に努めます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①患者満足度調査や意見箱によるニーズ等の把握のほか、病棟師長が患者さんの

　要望などの把握し、随時改善に努めている。

②受付業務に係る委託業者へ接遇アンケートを行い、接遇の向上に努めている。

（２）医療需要に的確に対応するため、医療や健康に関する相談体制の充実を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①患者サポートセンター設置や外来・入院病棟毎に相談員を決めて対応してる。

　また、出前講座・健康教室を実施する際に様々な相談を受け、提案をしている。

（３）患者さんに対するホスピタリティの更なる向上のため、全職員を対象とした接遇研修等を

実施します。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①患者サービス委員会において、全職員を対象に外部講師による医療接遇研修を

　オンラインで開催した。

（４）外来受診の待ち時間の検証を定期的に実施し、外来受診の待ち時間の改善を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①医師と外来別の待ち時間データの共有や、令和６年４月から発熱外来のｗｅｂ

　予約システムを活用し、待ち時間の短縮に努めている。

②眼科外来では、待ち時間が長くなる患者さんへ検査終了後「何時までに外来に

　お戻りください」と席を外してもよいとアナウンスをしている。

③患者さんの待ち時間短縮を目的に、勤務時間の割振りを行っている。

④小児科及び眼科では、待ち時間削減のため予約システム導入を予定している。

年度実績

年度実績

参考指標

年度実績

年度実績

参考指標

継続予定

継続予定

継続予定

継続予定

指標名 単位 R6

患者満足度（回答：満足） ％ 83

指標名 単位 R6

研修等の実施 回 1



浅間総合病院経営強化プランにおける目標達成に向けた具体的な取組の評価について

評価項目 Ａ）実施中 Ｂ）一部実施中 Ｃ）未実施 完）完了・終了

４.６.２.１　収入確保

（５）地域の皆さんが診療に関する的確な情報を得られるとともに、必要な治療が受けられる

よう、病院のホームページや広報紙、X（旧ツイッター）等の更新等により、情報発信に

努めます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①効果的な情報発信を目的にホームページ、ＳＮＳの更新を行っている。

②今年度の病院祭では、１１月の医療安全推進週間に向け、「川柳～皆さんの声

　を聴かせてください～」と題し、患者さんから募集した。３３句の応募があり、

　院内掲示とホームページに掲載している。

１２　周産期アメニティの充実

　周産期のアメニティを充実させ、妊産婦の皆さんが快適で安心して出産できる環境整備を図り

ます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①出産後の入院中に、御祝い御膳の提供や産声が録音してあるレターカードの提

　供を行っている。

１３　糖尿病治療の充実

　当院の糖尿病センターを中心に、各種専門知識を有するスタッフによるチーム医療の提供ととも

に、各かかりつけ医等との情報共有・連携を図りながら地域における糖尿病治療等の拠点病院とし

て、引き続きその役割を果たしていきます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①他院からの紹介による高血糖（緊急）患者は当日対応し、当院受信後に安定した

　患者はクリニックへ逆紹介することで、連携を図っている。また、地域連携パス

　自体の効果・意義の再考も行っている。

②佐久医師会との連携として、ＳＤＮｅｔ（佐久平糖尿病ネットワーク）を隔月で

　開催し、紹介患者・困難症例の検討会や市民公開講座（糖尿病フォーラムｉｎ

　佐久）等を実施している。

③令和６年度は新たに３名の地域糖尿病療養指導士（LCDE）が誕生し、そのうち

　２名は糖尿病療養指導士（CDEJ）も取得した。西４階病棟・糖尿病センターで

　活躍している。

年度実績

年度実績

年度実績

参考指標

継続予定

継続予定

継続予定

指標名 単位 R6

糖尿病内科の地域連携パス 件 23



浅間総合病院経営強化プランにおける目標達成に向けた具体的な取組の評価について

評価項目 Ａ）実施中 Ｂ）一部実施中 Ｃ）未実施 完）完了・終了

４.６.２.１　収入確保

１４　良質な医療の提供

（１）医療従事者の個々のスキルアップを図るため、学会や研修会への積極的参加を促すととも

に、当院に必要な専門資格取得や認定資格取得の支援を行います。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①当院の運営に必要な専門資格や認定資格等の取得のため、職員が出席する研修

　会等にかかる費用を支出している。

②医療安全管理者研修や、訪問看護事業所の看護師を対象としたターミナルケア

　専門研修を受講した。また、医療安全においてインシデントの分析手法を学ぶ

　ImSAFER研修を開催した。

（２）患者さんの医療の安全を確保するため、全職員を対象とした医療安全管理研修を定期的に

実施します。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①全職員対象研修として２回実施。１回目：「医療安全ワンポイントレッスン」

　２回目：医療安全患者サービス委員会共同研修「これだけは知っておきたいクレ

　ーム応対」。

（３）苦情や医療事故に対しては、誠実かつ迅速に対応するとともに、原因の確実な改善を行い

ます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
年度実績 ①医療安全マニュアルに従い、対応している。

（４）全ての職員が感染制御に関する知識を持ち、感染予防に積極的に取り組み、安全で質の高い

医療を提供できるよう、全職員を対象とした研修を定期的に実施します。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①全職員対象とした感染研修を年２回実施。また、今年度は全部署を対象に９月

　から嘔吐物処理研修を実施した。

年度実績

年度実績

参考指標

年度実績

参考指標

継続予定

継続予定

継続予定

継続予定

指標名 単位 R6

医療安全管理研修の実施 回 2

指標名 単位 R6

感染に関する研修の実施 回 3



浅間総合病院経営強化プランにおける目標達成に向けた具体的な取組の評価について

評価項目 Ａ）実施中 Ｂ）一部実施中 Ｃ）未実施 完）完了・終了

４.６.２.２　経費削減

１　プロジェクトチームによる取組

　「経営改革委員会」の下に設置した「費用適正化プロジェクトチーム」において、診療材料費や

光熱水費の削減、ペーパーレス化等に向けた取組を進めます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①費用適正化プロジェクトチームから引き続き、各部が経費削減に向けた取組みを

　行っている。

　ａ 患者外給食委託費　９３５，３３０円削減（昨年度比）

　ｂ 点滴材料のヘパリンロックを生食ロックへ移行することにより、コスト削減

　　 を行った。（令和６年９月（導入）～令和７年３月）　１３３万円削減

２　人件費の適正化【重点取組６】

（１）専門外来医師や大学からの派遣医師の精査や、業務の効率化による時間外勤務の削減等に

より、人件費の抑制を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①令和６年度においても、時間外勤務に関するヒアリングを実施し、勤務実態の

　把握に努めるとともに、各部署において縮減に関する対応策を講じてきたところ

　ではあるが、患者数や手術件数の増加等により業務量が増えた。

前年度比

（２）地域において求められる医療の提供のために、適正な職員配置と、給与・報酬の見直しを

行います。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①看護師については、配置基準に基づいた職員の配置。リハビリ職員については、

　効率的なリハビリを提供できるよう、患者の単位数に合わせた配置を８月から

　実施している。

年度実績

年度実績

年度実績

参考指標

継続予定

継続予定

継続予定

指標名 単位 R6

超過勤務時間の増減 時間 +2,955

超過勤務時間の増減割合 ％ +6.6



浅間総合病院経営強化プランにおける目標達成に向けた具体的な取組の評価について

評価項目 Ａ）実施中 Ｂ）一部実施中 Ｃ）未実施 完）完了・終了

４.６.２.２　経費削減

（３）病床稼働率等を勘案しながら、必要とされる病院規模に合わせて職員の採用計画を精査し、

職員数の適正化を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
年度実績 ①職員採用は、必要最小限の採用としている。

３　薬品費の抑制

　後発医薬品の利用率の高率を維持するとともに、先発医薬品についても絞り込んだ採用品目数を

継続し、薬品費の抑制を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①積極的に後発医薬品を処方することで、薬品費の抑制を図っています。また、

　後発医薬品利用率について後発医薬品使用体制加算Ⅰ（９０％以上）の算定を

　継続しているほか、バイオシミラー利用も進め、バイオ後続品使用体制加算の

　算定を始めている。

４　委託料、保守料の縮減

　各種委託料の業務内容や、医療機器等の保守点検内容の見直しを適宜行い、委託料、保守料の

縮減を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①検体検査の外注委託の見直しや清掃業務等の見直し、保守点検内容の見直しを

　行っている。今後も病床数等の再編等に柔軟に対応し、委託料を削減していく。

②医療機器等の保守点検実績データの一元化を進めている。

参考指標

年度実績

参考指標

年度実績

継続予定

継続予定

継続予定

指標名 単位 R6

後発医薬品使用率 ％ 96.6

指標名 単位 R6

職員数（3月31日時点） 人 605



浅間総合病院経営強化プランにおける目標達成に向けた具体的な取組の評価について

評価項目 Ａ）実施中 Ｂ）一部実施中 Ｃ）未実施 完）完了・終了

４.６.２.２　経費削減

５　物品購入費用の抑制

　ベンチマークシステムの活用により、医療機器や薬品、診療材料の価格交渉を行い、調達コスト

の削減を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
年度実績 ①ベンチマークと比較し、高額な材料については適宜価格交渉を行っている。

６　医療機器購入の精査と管理

　医療機器購入に当たっては、医療機器等整備検討委員会において、選定基準に基づき、必要性、

緊急度、費用対効果等を十分精査した上で選定を行うとともに、院内の医療機器をデータベース化

し、中長期的に可視化できる管理体制を構築します。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①医療機器等整備検討委員会だけでなく管理会議においても機器の必要性、緊急

　度、費用対効果等を精査し、購入機器を選定している。また、管理体制につい

　ては、医療器機のデータベース化、購入決定基準等の見直しを行っている。　   

４.６.２.３　経営の安定化

１　幹部職員のマネジメント能力の向上

　病院事業管理者や病院長をはじめとした幹部職員が、経営強化に取り組む強い意思と経営感覚を

有することが必要であることから、マネジメント研修などを通じた、幹部職員のマネジメント能力

の向上に取り組みます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
年度実績 ①全国区自治体病院協議会などが主催する経営改善等のセミナーを受講している。

２　外部アドバイザーの活用

　令和４年度から活用している総務省の「地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業」を

はじめ、病院経営や診療報酬制度に精通した外部アドバイザーの活用により、経営改善策の提言を

受け、実施します。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①令和４、５年度に国の事業である地方公共団体の経営・財務マネジメント強化

　事業を活用したほか、令和６年度は、当院の支援を行っていた企業とコンサル

　タント契約を結び、経営改善に取り組んでいる。

年度実績

年度実績

継続予定

継続予定

継続予定

継続予定



浅間総合病院経営強化プランにおける目標達成に向けた具体的な取組の評価について

評価項目 Ａ）実施中 Ｂ）一部実施中 Ｃ）未実施 完）完了・終了

４.６.２.３　経営の安定化

３　病院経営の企画立案に特化した部署の設置【重点取組７】

　病院経営の企画立案に特化した部署を病院事業管理者の直下に設置するとともに、本部署に、

病院経営に精通した職員を配置し、全部署との緊密な連携により病院経営の改善を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
年度実績 ①令和６年度より経営戦略室を設置し、経営改善に向けた取り組みを進めている。

４　医療DXの推進【重点取組８】

　診療予約システムの導入等、医療DXの推進により、業務の効率化を図るとともに、患者さんの

利便性の向上を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①令和６年度は電子処方箋や次世代型セキュリティシステムの導入及び福祉医療

　費助成情報システムのほか小児科、眼科の診療予約システムの導入を行った。

５　働きがいの向上【重点取組９】

（１）「経営改革委員会」の下に設置した「働きがい向上プロジェクトチーム」において、職員の

労働環境の改善に向けた取組を実施し、職員の意欲度、満足度の向上を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①安全衛生委員会において、職員が安心して働き続けることができる環境を整備

　し、医療の質向上につなげることを目的に、安全衛生管理体制の確立・強化

　（１項目）、安全衛生教育（３項目）、安全衛生活動強化（３項目）に取組んで

　いる。

（２）病院の基本理念や経営方針等を全ての職員が理解し、共有できるような取組を進め、職員が

目標に向かって業務を遂行できるよう努めます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
年度実績 ①院長講和や病院理念を各部署に掲示し経営方針等の共有を行っている。

年度実績

年度実績

継続予定

継続予定

継続予定

継続予定



浅間総合病院経営強化プランにおける目標達成に向けた具体的な取組の評価について

評価項目 Ａ）実施中 Ｂ）一部実施中 Ｃ）未実施 完）完了・終了

４.６.２.３　経営の安定化

（３）医師及び係長級以上を対象としたコーチング研修を実施し、上司と部下の信頼関係の構築

や、職員のモチベーション向上、ハラスメント対策、成果を出す職場づくりに努めます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①安全衛生委員会においてハラスメント防止の研修会や、相談窓口の周知、相談

　専用メールの開設等の活動を行っている。

６　職員の意識改革

（１）全ての職員を対象に、病院経営に関する研修を実施し、経営意識の向上を図ります。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①経営意識の醸成を図るため、年度初頭に、病院事業管理者から病院理念と経営

　方針について説明を行ったほか、毎月の運営会議で、病院の経営状況を報告し

　ている。

（２）経営改革を院内横断的に推進し、病院運営基盤の強化を図るため院内に設置した「経営改革

委員会」をはじめ、全職員が一丸となって経営改善に取り組みます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①経営改革委員会では、多職種のほか若い年代も委員として参画することで、全

　職員に対して経営改善の意識の醸成を図るほか、柔軟な発想による経営改善の

　提案に取り組む。

７　災害時医療の確保

　災害拠点指定病院として、BCP（業務継続契計画）やトリアージの手法、備蓄品等を適宜見直す

とともに、災害時の救急対応に備えるため、日頃から災害発生時を想定した訓練を定期的に実施

し、迅速な救急対応を可能とする体制づくりを進めます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①例年、医療安全マニュアルや実際の災害を想定した防災訓練を実施し、その結果

　を踏まえ、必要に応じてBCP及び防災計画等の見直しを行っている。

年度実績

年度実績

年度実績

年度実績

継続予定

継続予定

継続予定

継続予定



浅間総合病院経営強化プランにおける目標達成に向けた具体的な取組の評価について

評価項目 Ａ）実施中 Ｂ）一部実施中 Ｃ）未実施 完）完了・終了

４.６.２.３　経営の安定化

８　施設の整備

（１）投資と収益のバランスに配慮した施設の長寿命化計画（個別施設計画）を策定し、本計画に

基づいた施設や設備の整備・改修等により、収益確保及び経費削減につなげていきます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①令和６年度中に長寿命化計画（個別施設計画）を策定し、策定後は、本計画に

　基づいた施設整備等を行っていく。

（２）国の方針や社会情勢にあわせて、施設の合理化、施設規模等の見直しを行います。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①経営状況と佐久地域における医療需要及び当院の役割等を踏まえ、病床数の見

　直しを進めている。

９　一般会計からの借入れ

　本経営強化プランに基づき、経営改善に取り組むものの、当年度純損益が黒字化することが見

込まれる令和8年度までは、資金不足及び累積赤字による不安定な経営状況を安定させるため、そ

の対応として市内金融機関等からの一時借入れや、これまでの「地方公営企業繰出基準」に基づ

く一般会計からの基準内繰入のほかに、経営改善の成果が出るまでの期間、不足する資金につい

て一般会計から借り入れることも選択肢の一つとして、市と協議していきます。

年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

実績評価 Ａ
①資金不足が見込まれることから、市関係部署と協議し、令和６年１２月に市内

　金融機関から一時借入れを行った。

年度実績

年度実績

年度実績

継続予定

継続予定

継続予定



（２）令和７年度 経営状況について 資料：２

1

ア 収益、患者数の状況（令和７年４月～令和８年１月）及び令和７年度末の見込みについて

イ 経営状況の比較について
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（単位︓千円）

（ア）【月別】収益の状況

（単位︓千円）

① 入院収益

② 外来収益

(単位:千円)

(単位：千円)
(単位:千円)

530,947

544,863

560,504

450,000

500,000

550,000

600,000

第Ⅰ 第Ⅱ 第Ⅲ 第Ⅳ

4月 5月 6月
第Ⅰ

四半期
7月 8月 9月

第Ⅱ
四半期

10月 11月 12月
第Ⅲ

四半期
1月 2月 3月

第Ⅳ
四半期

1月まで
累計

年度計

2019年度
（令和元年度）

275,233 289,422 293,708 858,363 340,840 317,494 264,009 922,343 340,592 321,679 328,482 990,753 328,420 283,159 348,764 960,343 3,099,879 3,731,802

2024年度
（令和6年度）

292,395 286,527 295,772 874,694 350,437 369,774 330,313 1,050,524 351,049 375,234 363,789 1,090,072 373,465 363,458 367,130 1,104,053 3,388,755 4,119,343

2025年度
（令和7年度）

331,832 328,349 357,731 1,017,912 359,159 315,051 306,143 980,353 335,116 308,498 351,979 995,593 334,697 313,258 317,040 964,995 3,328,555 3,958,853

4月 5月 6月
第Ⅰ

四半期
7月 8月 9月

第Ⅱ
四半期

10月 11月 12月
第Ⅲ

四半期
1月 2月 3月

第Ⅳ
四半期

1月まで
累計

年度計

2019年度
（令和元年度）

159,010 164,653 157,657 481,320 178,028 160,365 160,907 499,300 166,212 164,415 170,608 501,235 179,828 153,220 172,931 505,979 1,661,683 1,987,834

2024年度
（令和6年度）

164,738 169,954 164,814 499,506 170,718 168,612 157,211 496,541 176,923 161,528 178,289 516,740 168,637 167,004 177,049 512,690 1,681,424 2,025,477

2025年度
（令和7年度）

172,066 168,051 190,830 530,947 187,213 180,740 176,910 544,863 196,641 178,044 185,819 560,504 183,339 171,565 182,178 537,082 1,819,653 2,173,396

331,832

328,349

357,731 359,159

315,051

306,143

335,116

308,498

351,979
334,697

313,258

317,040

260,000

310,000

360,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Ｒ元年度 Ｒ6年度 Ｒ7年度

1,017,912

980,353

995,593

964,995

800,000

900,000

1,000,000

1,100,000

1,200,000

第Ⅰ 第Ⅱ 第Ⅲ 第Ⅳ

172,066
168,051

190,830
187,213

180,740

176,910

196,641

178,044

185,819
183,339

171,565
182,178

150,000

160,000

170,000

180,000

190,000

200,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Ｒ元年度 Ｒ6年度 Ｒ7年度

530,947

544,863

560,504

537,082

450,000

500,000

550,000

600,000

第Ⅰ 第Ⅱ 第Ⅲ 第Ⅳ

※ ⾚字は⾒込み額

※ ⾚字は⾒込み額

ア 収益、患者数の状況及びR7年度末の見込みについて



5,491

5,274

5,568

5,322

5,269

5,054
5,246

5,022

5,347

5,293
4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Ｒ元年度 Ｒ6年度 Ｒ7年度

3

（単位︓⼈）

（イ）【月別】患者数の状況

（単位︓⼈）

① 入院患者数

② 外来患者数

(単位:人)

(単位：人)
(単位:人)

4月 5月 6月
第Ⅰ

四半期
7月 8月 9月

第Ⅱ
四半期

10月 11月 12月
第Ⅲ

四半期
1月 2月 3月

第Ⅳ
四半期

1月まで
累計

年度計

2019年度
（令和元年度）

5,721 5,871 5,884 17,476 6,351 6,023 5,692 18,066 5,882 6,016 6,442 18,340 6,060 5,463 5,416 16,939 59,942 70,821

2024年度
（令和6年度）

5,136 5,270 4,886 15,292 5,375 5,979 5,781 17,135 5,520 5,857 6,027 17,404 5,836 5,683 6,103 17,622 55,667 67,453

2025年度
（令和7年度）

5,491 5,274 5,568 16,333 5,322 5,269 5,054 15,645 5,246 5,022 5,347 15,615 5,293 4,977 5,037 15,307 52,886 62,900

4月 5月 6月
第Ⅰ

四半期
7月 8月 9月

第Ⅱ
四半期

10月 11月 12月
第Ⅲ

四半期
1月 2月 3月

第Ⅳ
四半期

1月まで
累計

年度計

2019年度
（令和元年度）

17,641 17,136 16,543 51,320 18,262 17,720 16,928 52,910 17,457 16,982 17,758 52,197 17,233 15,485 16,279 48,997 173,660 205,424

2024年度
（令和6年度）

15,346 15,763 14,981 46,090 16,580 15,911 14,916 47,407 16,672 15,539 16,190 48,401 15,434 14,265 15,642 45,341 157,332 187,239

2025年度
（令和7年度）

15,516 15,476 15,472 46,464 16,126 14,899 15,345 46,370 16,118 14,499 15,793 46,410 14,894 14,533 15,432 44,859 154,138 184,103

5,491

5,274

5,568

5,322

5,269

5,054
5,246

5,022

5,347
5,293

4,977

5,037

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Ｒ元年度 Ｒ6年度 Ｒ7年度

16,333

15,645 15,615

15,307
15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

第Ⅰ 第Ⅱ 第Ⅲ 第Ⅳ

15,516 15,476

15,472

16,126

14,899

15,345

16,118
14,499

15,793

14,894 14,533

15,432

14,000

16,000

18,000

20,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Ｒ元年度 Ｒ6年度 Ｒ7年度

46,464

46,370 46,410
44,859

40,000

44,000

48,000

52,000

56,000

第Ⅰ 第Ⅱ 第Ⅲ 第Ⅳ

※ ⾚字は⾒込み額

※ ⾚字は⾒込み額

ア 収益、患者数の状況及びR7年度末の見込みについて



（ア）年度別 経営状況の比較（４月～１月） （単位︓円）

4

（単位：千円）医業収益と医業費用の比較 （単位：千円）

3,651,290 
3,754,565 

4,033,326 

946,374 
967,175 

982,710 

959,007 
976,304 

1,000,712 

5,151,189 

5,441,642 

5,527,043 

3,000,000

3,500,000

4,000,000

4,500,000

5,000,000

5,500,000

6,000,000

6,500,000

Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7

給与費 材料費 経費 その他 医業収益

1,577,332 

925,507 

454,288 

267,173 

58,382 80,781 

(371,495)(500,000)

0

500,000

1,000,000

1,500,000

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

資金の実質残高

資金の実質残高（借入金等除く）の推移

イ 経営状況の比較ついて

※３月末⾒込額

医業収支 医業外収支

医業収益
①

医業費用
②

医業利益③
①ー②

医業外収益
④

医業外費用
⑤

医業外利益⑥
④ー⑤

令和５年度 5,151,188,555 5,573,756,644 ▲422,568,089 994,975,598 30,236,566 964,739,032 4,506 6,757,557 535,417,892

令和６年度 5,441,642,463 5,716,181,929 ▲274,539,466 1,141,543,409 27,934,360 1,113,609,049 19,500 7,912,681 831,176,402

令和７年度 5,527,043,318 6,034,361,263 ▲507,317,945 1,060,215,532 34,156,730 1,026,058,802 0 1,068,877 517,671,980

対前年度比 85,400,855 318,179,334 ▲232,778,479 ▲81,327,877 6,222,370 ▲87,550,247 ▲19,500 ▲6,843,804 ▲313,504,422

増減率（％） 1.6% 5.6% ▲84.8% ▲7.1% 22.3% ▲7.9% ▲100.0% ▲86.5% ▲37.7%

項　目
特別利益

⑦
特別損失

⑧
純利益⑨

③+⑥+⑦ー⑧



（３）経営改善に向けた主な取組について 資料：３

1

ア 令和７年度 主な取組み状況について

イ 令和８年度 主な取組みの予定について



2

（ア）病床削減による主な効果額

200床以上（Ｒ6年度）

実績（年額）(千円 ) 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 計

地域包括ケア病棟⼊院料２ 305,061

地域包括ケア病棟⼊院料１ 25,414 28,261 29,125 27,411 24,593 23,366 25,456 26,773 26,893 26,957 264,249 317,099

初診時特定療養費 12,262

外来診療料 97,399

再診料 7,962 7,762 7,962 8,292 7,534 7,851 8,165 7,127 8,136 7,611 78,402 94,082

外来管理加算 3,284 3,185 3,286 3,382 2,864 3,008 3,082 2,726 3,069 2,894 30,780 36,936

糖尿病再診時算定 78,758

⽣活習慣病管理料２+検査料等 14,168 13,300 15,385 13,838 12,662 13,342 14,793 12,899 14,827 13,272 138,486 166,183

抗悪性腫瘍剤処⽅管理加算 416

特定疾患療養管理料 352 350 442 468 430 524 495 409 426 441 4,337 5,204

特定疾患処⽅管理加算 184 147 125 139 143 164 151 142 151 148 1,494 1,793

合 計 (a) 493,896 51,364 53,005 56,325 53,530 48,226 48,255 52,142 50,076 53,502 51,323 517,748 (b) 621,298

Ｒ7年度の⾒込額と実績額の差 (c) 127,402 (b)ー(ａ)

区
分

診療報酬項目
Ｒ7年度（200床未満）実績額（千円） 年度末⾒込額

（千円）
備 考

⼊
院

①

外
来

②

③

④

ア 令和7年度 主な取組状況について

（イ）診療報酬等増加

① 昨年度比：１億２,７００万円 増（見込み）（※ 詳細下表）

① 救急医療管理加算 算定見直し 前年同月比（４月～１月）２,１００万円（増）
② 認知症ケア加算２→１へ変更 前年同月比（７月～１月） ２８０万円（増）

凡例

200床以上

200床未満
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（エ）人間ドック・健康診断等更なる受診者増加に向けた取組み

（キ）ＤＸの推進

（カ）試薬・検査委託費用の見直し

（オ）業務の効率化及び職員配置の見直し

（ウ）医師確保の推進

ア 令和7年度 主な取組状況について

※追加オプション など
・腹部エコー
・マンモグラフィー
・胃カメラ
・骨密度
・人間ドック エクスプレスパス ほか

【Ｒ８.４月～】
① 整形外科（脊椎） ２名【脊椎外科４月より診療再開予定】
② 内科 ２名【内科患者増のほか、救急患者の増加見込み】

信州大学への内科医師の継続派遣要請のほか、他の大学病院とも医師派遣要請の訪問等実施する。

新規メニューや追加オプションなどを設け、更なる受診者数の増加及び増収を目指す。

昨年同月比（4月～1月）
① 検診（人間ドック・特定健診等）受診者 ２９８人（増）
② 予防接種受診者 １２３人（増）
③ 公衆衛生活動収益 ６００万円（増）

これまでの各種業務を見直し、効率化や改善を実施する。
また、増加傾向にあった職員数を、他院などを差勲功に、職員配置の検討などを進め、適正な職員配置を図る。

ベンチマーク比較等による適正価格の確認、代替品の検討などを行い、１０月以降の実績額と比較し、
減額調整が可能となる。

ＬＩＮＥを活用した予約システムの構築
① 小児：インフルエンザ予防接種、成人：インフル・コロナ予防接種（R7.9.22開始）
② 眼科診療予約：火・金 9時30分～11時（R8.2.2開始）
③ 小児科予防接種：（R8.3.23開始予定）
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（イ）紹介患者数増加に向けた取組み

今回の改定により届出済み施設基準のうち増収が見込まれる項目一覧
このほか、診療報酬改定に伴う増収項目の確実な算定を目指し、収益の向上に努める。

改定項目 改定後 現行 増点数
実績

R7.4～R8.1
増収額

(実績×増点数×10)

1 地域歯科診療支援病院歯科初診料 296点 291点 5点 2,522 126,100円

2 再診料/地域歯科診療支援病院歯科再診料 76点 75点 1点 136,713 1,367,130円

3 電子的診療情報連携体制加算1 15点 12点 3点 17,305 519,150円

4 急性期一般入院基本料1 1,874点 1,688点 186点 43,353 80,636,580円

5 地域包括ケア病棟入院料1
2,955点
2,807点

2,838点
2,690点

117点 9,533 11,153,610円

6 医療安全対策加算1 160点 85点 75点 499 374,250円

7 入退院支援加算1(地域包括ケア病棟) 1,000点 700点 300点 279 837,000円

8
認知症ケア加算1(14日以内) 186点 180点 6点 6,371 382,260円

認知症ケア加算1(14日以内・身体拘束あり) 37点 72点 ▲35点 332 ▲116,200円

9
認知症ケア加算1(15日以上) 39点 34点 5点 9,090 454,500円

認知症ケア加算1(15日以上・身体拘束あり) 8点 14点 ▲6点 476 ▲28,560円

10 外来・在宅物価対応料(初診時・再診時) 2点 ― 2点 142,212 2,844,240円

11 歯科外来物価対応料(初診時) 3点 ― 3点 2,522 75,660円

14 歯科外来物価対応料(再診時) 1点 ― 1点 9,284 92,840円

15 入院物価対応料(急性期一般1) 58点 ― 58点 43,353 25,144,740円

16 入院物価対応料(地域包括ケア病棟1) 27点 ― 27点 9,533 2,573,910円

17 外来・在宅ベースアップ評価料(初診時) 23点 6点 17点 14,783 2,513,110円

18 外来・在宅ベースアップ評価料(再診時) 6点 2点 4点 127,429 5,097,160円

19 歯科外来・在宅ベースアップ評価料(初診時) 31点 10点 21点 2,522 529,620円

20 歯科外来・在宅ベースアップ評価料(再診時) 6点 2点 4点 9,284 371,360円

合 計 134,948,460円

（ア）診療報酬改定（令和８年６月）

イ 令和8年度 主な取組の予定について

このほか、今年度重点的に実施した取組みなど、引き続き実施してまいります。


